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第1節 みんなが生きいきと安心して暮らせるまちづくり

● 現状と課題

■　核家族化や都市化の進展に伴い、近年では地域
住民の連帯意識が希薄化の傾向にあります。この
ため、福祉の共通理念であるノーマライゼーショ
ンを基本に、すべての人が等しく家庭や住み慣れ
た地域で互いに思いやり、尊重し合いながら、安
心して生活をおくることのできる福祉のまちづく
りが求められています。
市民アンケートにおいても、まちづくり分野の
中で、「保健・医療・福祉」に力を注いで欲しいと
の意見が最も多くなっています。

■　少子・高齢化が急速に進展している中、育児・
介護といった福祉ニーズが増大、多様化しており、
これまで以上に地域に密着した施設福祉・在宅福
祉のサービス提供体制の強化が求められています。
保健・医療・福祉・介護の各分野が連携する中

で、市民の相互扶助を基本とした市民・事業者・
関係機関・行政の協働による、総合的な地域福祉
ネットワークの充実が必要となっています。

■　地域コミュニティ組織による伝統行事、文化活
動、スポーツ活動など、地域住民の交流の促進に
努め、市民の相互扶助意識の高揚を図る必要があ
ります。

基本計画

福祉のまちづくり福祉のまちづくり

●福祉のまちづくり　●高齢者福祉・介護保険　●障害者福祉
●母子父子福祉・低所得者福祉
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第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成

平成13 14 15 16 17年度

■ ボランティア登録者の状況
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■ 平成17年度 佐久市総合計画策定に係る市民アンケート
　　 最も力を入れて欲しい施策分野（複数回答）

0 10 20 30 40 50％

43.2

17.9

16.1

10.9

5.0

第
4
章

■　現在、ボランティアセンターに登録しているグ
ループを中心に、福祉施設の訪問や高齢者、障害
者との交流等の地域活動が行われておりますが、
今後も、佐久市社会福祉協議会、民生児童委員、
ボランティア団体と連携して市民参加を促進する
必要があります。

◎　市民の相互扶助を基本とする、優しさとふれあいのある地域コミュニティ組織を育成し、民生児童委員
を中心とした、マンパワーあふれる地域福祉ネットワークの形成を図ります。

◎　社会福祉協議会、ＮＰＯ等と連携し、ボランティア組織の充実・強化に努めるとともに、市民の自立し
た活動を支援する施策の充実を図り、社会参加を促進します。

◎　生涯にわたって生きがい豊かな人生がおくれるよう、各種福祉団体の学習活動や社会活動を支援します。

● 施策の方向

（資料：佐久市社会福祉協議会）

（資料：企画課）

子ども餅つき大会
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● 主要施策

○　佐久市地域福祉計画を策定し、市民の社会福
祉理念の高揚を図ります。
○　市内の小・中・高校生を対象とした福祉体験
学習等を充実し、福祉の心を育てる教育を推進
します。
○　市民、ＮＰＯやボランティア等の団体、事業
者、関係機関等と行政の協働による地域福祉を
推進します。
○　民生児童委員や社会福祉協議会による地域福
祉活動、地域福祉ネットワークの整備等の支援
に努めます。

（1）地域福祉の推進

○　社会福祉協議会、ＮＰＯ等と連携し、ボラン
ティア組織の充実・強化、ネットワークづくり
に努めます。

○　市民や団体の地域福祉活動への理解と活動の
拡大を図ります。

○　市民の相互扶助を基本とする地域コミュニテ
ィ組織の育成強化に努めます。

○　各種福祉団体による学習活動や社会活動を支
援します。

（2）ボランティア活動の支援

（3）社会参加の促進

● 現状と課題

■　平成１７年国勢調査における本市の６５歳以
上の人口は２４,４１６人で、全人口に占める割合
は２４.３％であり、４人に１人が高齢者という状
況になっています。これは、全国平均の２０.１％
を大きく上回っています。
また、核家族化の進展等に伴い、ひとり暮らし
高齢者や高齢者世帯も年々増加を続けています。

■　本市では、高齢者保健福祉施策として介護予防、
生活支援、生きがい対策、職業相談、遠隔地医療、
在宅高齢者の歯科保健事業、高齢者・障害者外出
支援サービス事業、介護者支援など９０を超える
事業に取り組むとともに、高齢者福祉の拠点づく
りとして、老人福祉拠点施設（特別養護老人ホー
ム等）の整備を進めています。

■　介護保険制度は、介護を社会全体で支える制度
として定着し、各種の介護サービスを提供してい
ます。高齢社会の進展とともに要支援・要介護認
定者も増加し、介護給付費も年々増加しています。
このような状況を踏まえ、国においては、将来

に向けた制度の安定的運営のため、公平性の確保
や予防を重視する介護保険法の大幅な改正が行わ
れ、平成１８年度より施行されました。
この改正により、老人福祉法に基づく介護予防、

地域支え合い事業などと介護保険事業が一元化さ
れ、生活圏域ごとに地域包括支援センターを設置
し、予防から介護まで、一貫性・連続性のあるサ
ービス体系の構築を推進しています。

健康サロン

基本計画

高齢者福祉・介護保険高齢者福祉・介護保険
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■　高齢者介護を取り巻く環境も変化しており、家
庭における介護力の低下や、認知症に起因する介
護者負担も増加し、施設入所希望者は平成１８年
４月現在で６２０人を超える状況となっています。
高齢者介護のみならず、家庭支援の観点からも

施設の充実は必要であることから、特別養護老人
ホームや介護支援施設等の整備を、民間との連携
により推進する必要があります。

■　今後も、高齢者が住みなれた地域で、その人ら
しい生活を送ることができるよう、佐久市老人保
健福祉計画・佐久市介護保険事業計画に基づいた
支援体制の充実強化が重要です。
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◎　すべての高齢者が生きがいを持ち、健康で長寿をまっとうできるよう、地域に根ざした高齢者支援施策
を推進します。

◎　介護保険事業の円滑な運営を図るため、制度の趣意普及に努めるとともに、民間との連携により、必要
な介護サービスを安心して利用できる体制整備を促進します。

◎　佐久市老人福祉拠点施設「シルバーランドきしの」（特別養護老人ホーム）を始めとした高齢者福祉施設
の整備を促進します。

● 施策の方向

（資料：佐久市シルバー人材センター）

（資料：県統計情報・高齢者支援課）（資料：県統計情報）
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第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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● 主要施策

○　佐久市老人保健福祉計画・佐久市介護保険事
業計画に基づき、保健・医療・福祉・介護の各
分野の連携による高齢者支援施策の充実を図り
ます。
○　健康で長寿を楽しみ、地域社会で活躍できる
高齢者の生きがい事業を推進するとともに、介
護予防、疾病予防、生活支援対策などの地域支
援事業を推進します。
○　認知症高齢者及び介護者支援のための環境整
備を推進します。
○　全地球測位システム（GPS*）等、高度情報通
信技術の活用を含めた、認知症・はいかい高齢
者の安全のための支援に努めます。
○　地域包括支援センターを中心に、地域の高齢
者福祉の充実を図ります。
○　高齢者就労施策の充実を図るとともに、シル
バー人材センターの機能強化を促進します。

（1）高齢者福祉施策の推進

○　佐久市老人福祉拠点施設「シルバーランドき
しの」や、複合型公共施設内での介護予防施設
の整備を推進するとともに、民間活力による特
別養護老人ホームの整備を促進します。

○　地域密着型介護老人福祉施設等の整備を促進
します。

○　地域での介護予防を促進するため、生活圏域
を基本とした、民間との連携による介護予防事
業の充実に努めます。

○　佐久市介護保険事業計画に基づき、適正な事
業運営を進めます。

○　介護保険制度の趣意普及を図るため、市民へ
の広報活動を推進します。

○　住み慣れた地域での生活を継続できるよう、
地域密着型介護（予防）サービス体制の整備を
促進します。

（2）高齢者福祉施設の整備

（3）介護保険事業の適正な運営とサービ
ス体制の整備

＊全地球測位システム（GPS）：人工衛星を利用して自分が地球上のどこにいるかを正確に割り出すシステム。

基本計画

佐久市老人福祉拠点施設「シルバーランドきしの」イメージ図
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● 現状と課題

■　本市における障害者手帳保持者は増加の傾向に
あります。障害の原因は、先天的、疾病、事故、
災害、高齢化等によるものであり、その程度は高
齢になるほど重度化する傾向にあります。
特に、生活習慣病からの後遺症による障害が増

加しています。

■　平成１８年度には、障害者自立支援法が施行さ
れました。これまで障害種別(身体、知的、精神）
ごとに異なる法律に基づいて提供を行ってきたサ
ービスが一元化され、障害者が必要とするサービ
スを、障害種別に関係なく利用できる内容となっ
ています。
障害者の多様化する福祉ニーズに対応するため、

今後も生活実態に即したきめ細かな支援体制づく
りと、社会参加意識の高揚を図ることが重要です。

■　障害児については、障害者自立支援法による支
援のほか、母子保健事業等による障害の早期発
見・療育に努めています。早い段階での療育と指
導訓練により、障害の軽減や基本的な生活能力の
向上を図るとともに、障害児とその家族への支援
や、介護負担の軽減を図るため、障害児保育や小
諸養護学校と連携した児童館活動などの施策を推
進しています。
今後も、障害児施設・保育園・学校・医療機関

との連携を強化し、児童の能力を最大限に伸ばせ
るよう、障害の種類や程度に応じた、きめ細かな
支援施策を実施していく必要があります。

■　障害者の自立と社会参加を促すため、障害者自
立生活支援センターでは、各種相談事業、情報提
供や就労支援など、障害者とその家族への支援を
行っています。今後も、障害者が生きがいを持っ
て社会生活を送るための施策の充実が必要です。
また、社会生活への適応訓練や技能を習得する

場として、地域活動支援センター等の整備も重要
です。

■　今後とも、地域社会の中で人権が尊重され、社
会の一員として自立した生活を送れるための環境
整備を推進するとともに、利用者の視点に立った
サービスを提供できるよう、佐久市障害福祉計画
や、今後策定する佐久市障害者プランにより、総
合的かつ計画的な障害者福祉の推進を図る必要が
あります。

障害者福祉障害者福祉
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■ 障害者手帳保持者の状況

身体障害者
手帳

療育手帳

精神保健
福祉手帳

（人）

（資料：福祉課）

◎　障害者の自立と社会参加を促進するため、家庭・地域・関係機関と行政が一体となり、障害者が安心し
て快適に生活ができる環境整備に努めます。

◎　保健・医療・福祉・教育等関係機関の連携により、相談・指導・支援体制を強化し、生活の質的向上を
図ります。

● 施策の方向

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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● 主要施策

○　佐久市障害福祉計画や、今後策定する佐久市
障害者プランに基づき、障害者が地域の一員と
して自立し、社会参加できる環境づくりを推進
します。
○　障害者自立支援法に基づき、居宅介護事業及
び障害福祉サービスの充実を図ります。
○　佐久市障害者自立生活支援センター、佐久圏
域市町村障害者相談支援センター、さらに相談
員による相互連携を強化し、相談・自立支援体
制と就労施策の充実を図ります。
○　障害者の積極的な社会参加を促すため、障害
者福祉団体による生涯学習や社会活動を支援し
ます。

（1）障害者福祉の推進

○　保健・医療・福祉・教育等関係機関と連携し、
障害の早期発見や療育、機能回復における施策
の充実を図ります。

○　障害者が地域で安心して暮らすことができる
よう、バリアフリー等に配慮した環境整備を支
援します。

○　自立生活支援、交流活動の拠点となる施設と
して、複合型公共施設内に共同作業所を整備し
ます。

（2）障害者施設の整備
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基本計画

（資料：厚生労働省、全国社会福祉協議会）
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● 現状と課題

■　母子・父子世帯については、母子相談員及び家
庭児童相談員による相談・支援事業の実施や、母
子寡婦福祉資金の貸付、児童扶養手当の支給、医
療費給付など、法に基づく援護制度の運用により、
生活の安定と自立を促進しています。
本市の独自施策としては、母子・父子家庭の児

童を対象に、ボランティアのお兄さん、お姉さん
たちとふれあい、交流を深め、児童の自立心や社
会性を養うお兄さんと遊ぼう事業といった特色の
ある施策を行っています。

■　母子家庭については、若年家庭が増加傾向にあ
ります。未婚出産や離婚などにより、児童の養育
と生計維持という現実的な課題を抱えていること
から、自立支援教育訓練給付金・高等技能訓練促
進費等の扶助制度の活用を促し、生活困窮母子世
帯の自立をさらに支援する必要があります。
また、近年においては、母子に対する夫の暴力が　

社会的な問題になっており、心のケアと自立支援
を行う生活支援施策の充実を図る必要があります。

■　父子家庭においても、所得に応じて福祉医療
制度・準要保護制度の適用により生活支援を行っ
ていますが、就労と育児の両立が困難な世帯には、
延長保育や児童館の活用を促すとともに、民生児
童委員・家庭児童相談員等による相談・指導等適
切な支援が必要です。

■　生活保護世帯数は、近年の社会経済状況を反映
し、高齢者世帯が増加傾向にあります。
保護世帯の実態に即した処遇方針と訪問活動に

より、相談事業や就労の斡旋など、自立に向けた
支援に努めるとともに、保護開始に際しては、資
産及び収入の的確な把握や、扶養義務の適正な調
査・指導など、生活保護制度の適正運用を行う必
要があります。

母子父子福祉・低所得者福祉母子父子福祉・低所得者福祉

お兄さんと遊ぼう事業

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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基本計画

◎　母子・父子家庭の児童の健全育成と生活の安定を図るため、生活援護施策の充実に努めます。

◎　低所得者世帯の社会的自立を促進するため、民生児童委員等との連携強化に努め、生活実態に即した支
援対策の充実を図ります。

● 施策の方向

● 主要施策

○　社会的自立のため、子ども特別対策推進員、
母子相談員等による各種相談体制の強化、母子
家庭等日常生活支援事業の充実を図ります。
○　県母子寡婦福祉資金、母子家庭自立支援給付
事業等の活用を促進します。
○　ボランティアのお兄さん、お姉さんとの交流
や集団活動を通じて、児童の自立心や社会性を
養うお兄さんと遊ぼう事業の充実を図ります。

（1）母子・父子福祉の充実
○　低所得者世帯の社会的自立促進のため、関係
機関との連携強化に努めるとともに、計画的な
訪問活動を行うなど、生活実態に即した支援対
策の充実を図ります。

○　民生児童委員と連携し、相談体制の強化を図
ります。

（2）低所得者福祉の充実
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■ 母子・父子世帯数の推移
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■ 生活保護世帯数の推移
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※父子世帯は3年おきに調査を実施 （資料：児童課） （資料：福祉課）
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第2節　こころとからだの健康づくり

● 現状と課題

■　本市は、昭和５１年に保健文化賞を受賞するな
ど、保健補導員活動を始め地域と一体となった長
年にわたる保健予防活動により、健康長寿のまち
として全国から注目されています。
一人当たりの老人医療費も全国平均より低く、

健康で元気に過ごせる期間、いわゆる「健康余命」
が長いことがその理由となっており、市民アンケ
ートにおいても、市のもっとも望ましい将来像は
「健康長寿のまち」となっています。
平成１７年度には「健康長寿都市宣言」を行い、

健康を基本に、ゆとりと豊かさが実感できるまち
づくりを推進しています。

■　市民の健康に対する自己管理意識の高まりによ
り、「自分の健康は自分でつくる」という、自らの
積極的な取り組みが重視されています。
集団健診から医療機関での個別健診への移行な

ど、各種健康診査の充実を図るとともに、すべて
の市民が健康づくりを積極的に実践できるよう、
佐久市健康づくり２１計画に基づいた、こころと

からだの健康づくり事業を推進していくことが重
要です。
さらに、温泉資源とその周辺での森林セラピ

ー・里山ウォーキングによる「こころとからだ」
の健康事業を推進する必要があります。

■　「飽食の時代」の中、日常の食習慣が生活習慣
病の発症に深く関わっています。平成１７年に制
定された食育基本法に基づき、食事バランスの意
識の啓発や食生活の改善を目的とした、ボランテ

保健・医療・福祉が充実した健康長寿のまち

防災・防犯・交通安全対策等が充実した安全・安心に暮らせるまち

道路・交通・住宅・公園・情報網などが整備された便利で快適に暮らせるまち

豊かな自然と調和した農林水産業が盛んなまち

教育・文化の環境が整い、スポーツや各種の文化・地域活動が盛んなまち

子育て支援が充実したまち

商工業が発展し、産業の育成等が進むまち

国内外の人が訪れる交流・観光・リゾートのまち

■ 平成17年度 佐久市総合計画策定に係る市民アンケート
　　 佐久市が将来どのようなまちになってほしいか（複数回答）

0 10 20 30 40 50%

40.8

36.3

29.5

24.4

23.2

17.3

15.9

5.5

健康増進健康増進

●健康増進　●成人・老人保健　●感染症対策　●精神保健　
●医　療　●医療保険　●国民年金

区民運動会

（資料：企画課）
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＊森林セラピー基地：生理的にリラックス効果をもたらすことが実証され、森林環境や滞在施設等においても優れていると認められる地域。森林セラピ
ー実行委員会（林野庁などで構成）が認定する。

基本計画

ィアによる活動の支援、若年期からの肥満予防対
策等、食を通じた健康づくり施策の充実が必要と
なっています。

■　歯の健康は、食物の咀嚼
そしゃく

だけでなく、食事や会
話を楽しむことなど、生活の質を確保するための
基礎となる重要な要素であることから、乳幼児から
障害者、高齢者まで、総合的な口腔歯科保健事業
の充実と歯科休日当番医制の推進を図っています。
今後も、関係機関との連携により、相談事業や
健康教室の充実、また休日歯科診療の新たな拠点
を整備する必要があります。

■　生活形態の多様化などにより、保健事業はこれ
まで以上に地域に密着した、幅広いサービスの提
供が求められています。
本格的な高齢社会において、健康で、楽しく生

きいきと暮らせることは、すべての市民の願いです。
今後も、市民の健康意識の高揚に努めるととも
に、保健指導、相談、診療等多角的に活用できる
健康情報システムの強化を図り、市民誰もが「元
気な６５歳、自立の８５歳」を迎えられるよう、
生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成に努め
ていく必要があります。

◎　保健補導員等地区組織の育成を図り、地域と一体となった保健予防活動や健康づくり施策を推進します。

◎　「自分の健康は自分でつくる」という健康増進意識の高揚を図るため、各種教室、イベント等を積極的
に開催し、「食」と「こころ」と「からだ」の実践活動を推進します。

◎　健康な地域づくりを推進するため、保健情報を積極的に提供するとともに、健康管理総合データバンク
事業を有効活用した保健福祉サービスの提供に努めます。

● 施策の方向

● 主要施策

○　各種研修会・講習会等を開催し、保健補導員
等地域保健組織の育成を図ります。
○　地域主体の保健活動を促進するため、保健補
導員との連携や自主活動を支援します。
○　食生活改善のため、関係団体との連携と活動
の支援に努めます。

○　佐久市健康づくり2 1計画に基づく各種イベ
ント、相談事業の推進により、市民の健康増進
意識の高揚を図ります。
○　ライフステージに応じた「食育」の推進を図
ります。
○　生活習慣病予防のための健康教室の充実を図
ります。

（1）地域保健組織の育成

○　複合公共施設内に口腔歯科保健センターを設
置し、乳幼児から障害者、高齢者まで、総合的
な口腔歯科保健事業と歯科休日当番医制の充実
を図ります。

○　森林セラピー基地*（春日の森、平尾の森）を
始めとした森林浴と温泉施設を有効活用した
「健康づくり大学実践講座事業」を推進します。

○　臓器移植治療普及のため、臓器提供意思表示
カードの普及と骨髄バンク等への登録を促進し
ます。

○　市民ニーズに対応した、的確な健康情報の提
供を推進します。

○　佐久市健康管理総合データバンク事業の推進
と、健康診査データ等の有効活用を一層高める
ため、健康情報システムの整備を推進します。

（2）健康づくりの推進

（3）保健情報システムの整備
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＊内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）：内臓脂肪の蓄積によって、血糖を下げるホルモンであるインスリンの効き目が弱くなり、糖や脂質の
代謝異常が起きる。「高血圧」、「高血糖」、「高脂血症」を重複して発症すると動脈硬化を促進し、心疾患や脳血管疾患になりやすくなる。こうしたリ
スクが重なる病態。

● 現状と課題

■　本市における3大生活習慣病（がん等の悪性新
生物、脳血管疾患、心疾患）による死亡者は、目
立った増加はないものの、年間の全死亡者数の約
6割を占めています。

■　近年、生活習慣病における危険病態として「内
臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム*）」が注
目されています。内臓脂肪の蓄積は、体質や加齢
にもよりますが、主に運動不足が原因であり、心
疾患や脳血管疾患発症の確率はきわめて高くなり
ます。
厚生労働省の平成１８年国民健康栄養調査によ

ると、４０歳以上の女性では５人に１人、男性は
２人に１人が内臓脂肪症候群であると報告されて
います。

■　これらの生活習慣病予防のため、誕生月健診等
の各種健康診査や健康教育等を実施していますが、
受診者は減少傾向にあることから、健診の必要性
の啓発に努め、受診率の向上を図る必要があります。

■　老人保健については、高齢者が健やかで充実し
た生活が送れる健康長寿都市を目指し、寝たきり
予防のための健康教育、訪問指導、機能訓練等の
事業を実施し、健康で生きがい豊かな老後の生活
実現に努めています。

成人・老人保健成人・老人保健

健康づくり佐久市民のつどい
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■ 3大生活習慣病による死亡者数の状況

（人）

心疾患

悪性新生物

脳血管疾患

（資料：佐久保健所）
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■ 基本健康診査受診者数の状況
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（資料：保健課）
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■　認知症高齢者施策としては、認知症の予防対策
の啓発活動や、認知症の起因ともなる脳卒中等の
生活習慣病の発生予防対策及び訪問指導の推進、
さらに老人性認知症センターと連携し、各種支援
事業を行っています。

■　急速に進行する高齢社会の健康づくり施策とし
て、佐久市老人保健福祉計画・佐久市介護保険事
業計画に沿った事業を推進するとともに、保健・
医療・福祉・介護の各分野の連携強化を図り、高
齢者の健康づくりから介護に至る、一貫した高齢
者保健福祉施策の推進が必要です。

＊ハイリスクグループ：健診結果で肥満、高血圧、高血糖、高脂血症などを指摘され、生活習慣病になりやすい人。

基本計画

◎　生活習慣病の予防と正しい知識の普及を促進するため、健診事業、健康教育等を充実し、自己管理意識
の高揚を図ります。また、疾病の早期発見・早期治療のため、健診未受診者の把握と受診勧奨に努めます。

◎　保健・医療・福祉・介護の各分野の連携による、高齢者保健福祉対策を充実します。

● 施策の方向

● 主要施策

○　早期発見・早期治療のため、健康診査内容を
充実するとともに、健診未受診者の把握と受診
勧奨に努め、健診受診率の向上を図ります。
○　健診データに基づく指導を強化するとともに、
内臓脂肪症候群やハイリスクグループ*に対する
生活習慣の改善を促すため、継続的な指導・健
康教室を充実し、疾病予防を推進します。
○　がん予防のための知識の普及、意識の啓発を
推進します。

○　在宅訪問指導の充実を図り、認知症・寝たき
り者の早期発見・早期対応を行うなど、介護予
防事業を推進します。
○　緊急通報システム等、ひとり暮らし高齢者な
どの要援護高齢者に対する支援事業や、家庭介
護者に対するリフレッシュ事業等を推進します。
○　老人性認知症センター等、関係機関との連携
強化を図り、認知症高齢者対策を推進します。
○　通院治療のできない在宅要介護者の歯科保健
事業を推進します。

（1）生活習慣病予防の促進

（2）高齢者保健福祉対策の充実

長寿地蔵尊（ぴんころ地蔵）
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感染症対策感染症対策

● 現状と課題

■　感染症については、今や世界的に深刻な社会問
題となっています。ＨＩＶ感染症（エイズ）等、
既に世界各地に拡大している症例のほか、新型イ
ンフルエンザや新型肺炎等の出現など、感染症に
対するさらなる対応が求められています。

■　海外渡航者の往来や、様々な物資の輸出入等に
より、感染源に接触する危険性は増えており、本
市においても予防教室を開催するなど、感染予防
知識の普及に努めています。

■　今後とも、国・保健所等関係機関と連携し、発
生の未然防止に向けての正しい情報発信や相談、

検査体制の充実が重要であり、発症の際には、す
みやかに的確な情報提供を行うとともに、市民の
安全確保に努めなければなりません。

■　国内においても、インフルエンザ等が各地で流
行しています。感染症予防の意識高揚を図り、予
防接種を効果的に実施するなど、万全の対策が必
要です。

■　結核については罹患
りかん

率こそ低いものの、老年期
の発病割合が高いことから、従来から実施してい
る結核健診の徹底を図るとともに、外国人居住者
の受診指導も併せて行う必要があります。

◎　保健所等と連携し、ＨＩＶやインフルエンザ等の感染症に関する正しい知識の普及、意識の啓発を図り
ます。

◎　感染症予防の意識高揚を図り、予防接種の効果的実施に努めます。

● 施策の方向

● 主要施策

○　地域での結核健診の徹底と受診率の向上を図
ります。

○　抵抗力の弱い子どもや高齢者、また海外渡航
者に対し、感染症や必要な予防接種についての
情報提供に努めます。

○　ＨＩＶ感染症・性感染症等の感染拡大傾向を
踏まえ、感染症や感染予防の正しい知識の普及、
意識の啓発を図ります。

（1）感染症予防対策の充実

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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基本計画

精神保健精神保健

● 現状と課題

■　社会環境が複雑・多様化している中で、心理的
ストレスによる心の疾病が増加しています。
特に、うつ病患者の増加とともに、自殺者と薬
物依存者の増加が社会問題化しており、心の健康
づくりや施設整備、精神保健福祉に関する正しい
知識の普及、意識の啓発が重要となっています。

■　精神保健の支援については、入院中心の医療体
制から、地域におけるケア体制へと流れが変わっ
ており、地域・関係機関が一体となった精神障害
者支援の必要性が増しています。

■　本市では、精神障害者家族会やボランティアの
協力のもとに、生活相談や毎月デイケアを開催し、
障害者とその家族の心の不安解消に努めています。
さらに、家庭環境、住宅事情等の理由により、

グループホーム等に入所している回復途上にある
精神障害者が、地域で生活できるよう支援してい
ます。
今後も、関係機関と連携し、精神障害者の社会

復帰に向けて自立するための支援が必要です。

◎　精神保健福祉に関する正しい知識の普及、意識の啓発を図るとともに、地域や関係機関が一体となった
支援体制づくりを推進します。

◎　保健所と連携し、地域における精神衛生相談、訪問指導等の充実により心の健康づくりを促進します。

● 施策の方向

● 主要施策

○　地域住民の精神疾患や精神障害者に対する誤
解や偏見をなくすため、広報活動等を通じて精
神障害に関する正しい知識の普及、意識の啓発
を図ります。

○　病院及び保健所等の関係機関との連携を深め、
精神保健相談・生活支援の充実を図ります。

（1）精神保健知識の普及、意識の啓発

（2）精神保健の充実

○　精神障害者が地域で生活できるよう、グルー
プホーム、ケアホームなど障害者施設入所者を
支援し、自立と社会復帰を促進します。

（3）社会復帰支援対策の充実

131131
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● 現状と課題

■　高齢化の進展や社会環境の複雑化・多様化は、
高齢疾患、生活習慣病、精神障害の増加など、疾
病構造を変化させるとともに、医療ニーズの多
様化・高度化をもたらしています。

■　本市の医療体制は他市町村に比べ充実していま
す。平成１７年８月現在で、病院７、一般診療所
５８、歯科診療所４８の医療機関があり、佐久医
師会、佐久歯科医師会、北佐久歯科医師会の協力
体制のもと医療提供がなされています。
しかし、産科、小児科、麻酔科などにおける全

国的な医師不足は本市においても例外でなく、少
子化対策の一環としての医師確保対策は緊急な課
題となっています。

■　医療の高度化・専門化に伴うきめ細かな医療提
供にあたっては、市立国保浅間総合病院と公的医
療機関である佐久総合病院、川西赤十字病院を始
めとした地域医療機関の連携は必要不可欠であり、
医療機関の機能分担と相互連携により、地域に密
着した医療体制の充実を図る必要があります。

■　浅間総合病院は、地域の中核病院として医療機
能の向上に努め、地域住民の要請に応じた医療サ
ービスを提供しています。今後とも、経営の健全
化を図りながら「地域医療の拠点」として、専門
化した高度医療の確保や医療スタッフ、設備の充
実など機能強化に努める必要があります。
施設については、一部病棟において老朽化が見

られることから、療養環境・医療サービスのさら
なる向上を図るため、新・改築工事を計画的に実
施しています。医療・療養環境を整備し、周産期
医療の充実、小児医療センターの設置、さらに現
在実施中の遠隔医療相談事業の充実強化を目指し
ています。

■　佐久地域の救急患者搬送時間は、全国平均を大
幅に上回り、救命率は下回っています。このよう
なことから、広域的医療施策として、中部横断自
動車道臼田インターチェンジ(仮称)周辺に、医療
機関の適正配置を考慮した救命救急センターの設
置を促し、医療関係機関との連携による医療拠点
づくりを目指す「メディカルハイウェイオアシス
構想」の推進に努める必要があります。

医　療医　療

市立国保浅間総合病院

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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基本計画

遠隔医療相談事業

◎　地域医療機関の機能分担と相互連携により、地域医療体制の充実を図ります。

◎　浅間総合病院のスタッフ・設備の充実と健全な病院経営を推進するとともに、地域中核病院としての機
能強化を図ります。

◎　医療機関への移動手段の確保が困難な遠隔地居住者を対象とした、遠隔医療相談事業のさらなる充実を
図ります。

● 施策の方向

● 主要施策

○　地域医療機関相互の機能分担と連携強化によ
り、疾患別診療ネットワークの構築等、地域医
療体制の充実を図ります。
○　関係機関と連携し、休日や夜間の救急医療体
制の充実に努めます。
○　遠隔医療相談事業の充実を図るとともに、地
域の実情に応じた、適切な医療体制の整備に努
めます。

○　患者の快適環境にも配慮した、地域中核病院
にふさわしい施設の計画的改築を推進します。
○　専門化する医療に対応するため、高度医療の
確保に努めます。

（1）地域医療提供システムの確立

（2）浅間総合病院の充実

○　市民の健康づくりを推進するため、健康管理
事業を充実します。

○　介護保険制度に基づく地域包括ケアシステム
の拠点として、介護保険関係事業を推進します。

○　安心して子どもを生み育てられる環境整備と
して、周産期医療、小児医療の充実を図ります。

○　「メディカルハイウェイオアシス構想」を推
進し、広域的な医療拠点づくりを目指します。

（3）メディカルハイウェイオアシス構想
の推進

今後も、老人保健医療制度の安定的な運営とと
もに、被保険者の医療費の適正化に努める必要が
あります。

133133333133

＊後期高齢者医療制度：75歳以上の「後期高齢者」全員が加入する公的医療保険制度（65歳から74歳で障害認定を受けた者も含む）。平成20年
度から新たな独立型の健康保険としてスタートする。原則、加入者全員から保険料を徴収。保険料額は、都道府県単位で全市町村が加入する広域連
合が決める。
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◎　国民健康保険事業の健全な運営を図るため、保険税率の適正化や収納率の向上を図ります。

◎　老人保健医療制度の安定的な運営を図るため、医療費の適正化に努めます。

● 施策の方向

平成13 14 15 16 17年度

■ 国保医療費等の動向
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

100

0

200

300

400

500

600

700

34,795
36,484

37,914 38,625 38,937

583.1 572.9
604.4 607.8

660.6

173.3
149.7

175.0 176.6 178.4

加
入
被
保
険
者
数

一般1人当たり医療費

（千円）

（人）

（資料：国保年金課）

● 現状と課題

■　平成17年度における国民健康保険加入率は、
総人口の３８.８％となっており、年々増加を続け
ています。
しかし、高齢者と低所得者層を多く抱える状況

において、老人医療費を始めとする医療費の増加
と、構造的な財政基盤の脆弱さから、国保財政の
見通しは厳しい状況となっています。

■　このような中、平成１８年に制定された医療制
度改革法により、生活習慣病予防に着目した健診
・保健指導が、平成２０年度から医療保険者に義
務化されます。
今後も、保険適用と医療費の適正化、収納率向

上とともに、健康診査、保健指導、各疾病予防事
業など地域保健活動の充実を図り、被保険者の疾
病予防と健康の増進に努める必要があります。

■　老人保健医療については、老後における適切な
医療の確保を図るため、昭和５８年に施行された
老人保健法が全面的に改正され、平成２０年度か
ら後期高齢者医療制度* へ移行し、県下全市町村が
加入する「長野県後期高齢者医療広域連合」によ
り運営されます。

医療保険医療保険

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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＊第1号被保険者：国民年金加入者のうち、自営業者、学生、無職、アルバイトなどの人。
＊第3号被保険者：国民年金加入者のうち、第2号被保険者（会社員、公務員等）に扶養されている配偶者。

基本計画

● 主要施策

○　「国民皆保険」の要となる納税意識の高揚に
よる収納率の向上を図ります。
○　健診や保健事業の推進により、疾病予防に努
めます。
○　医療費適正化に向けた啓発活動の推進により、
医療費の抑制を図ります。

（1）健全な国民健康保険事業の推進

○　老人保健医療制度の啓発活動を推進します。
○　長野県後期高齢者医療広域連合との連携を図
り、被保険者の医療費適正化に努めるとともに、
制度の安定的な運営のため、保険料の未納防止
に努めます。

（2）老人保健医療制度の推進

国民年金国民年金

● 現状と課題

■　国民年金については、平成１７年度は第１号被
保険者* 16,048人、第３号被保険者* 6,902人、
合計22,950人となっています。
国民年金制度は老後を支える大きな柱となって
います。しかし、少子・高齢化の進展に伴い、現
役世代の負担は増加しており、給付と負担の均衡
の確保が大きな課題となっています。

今後も、広報活動による国民年金制度の重要性
の周知徹底に努めるとともに、無年金者の解消に
向けた取り組みを強化する必要があります。

◎　国民年金制度への理解と関心を高めるため、広報活動や年金相談事業の充実に努めます。

● 施策の方向

● 主要施策

○　広報活動や年金相談を充実することにより、
保険料の未納防止や無年金者の解消に努めます。

（1）国民年金制度の適正な推進

135135333135
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第3節 安心して子どもを生み育てられる子育て支援

● 現状と課題

■　厚生労働省の人口動態統計によると、女性が生
涯に生む子どもの平均数を示す合計特殊出生率は
平成１７年に１.２6となり、少子化が予想を超え
る速さで進行しています。
急速な少子化は、国・地方自治体の財政や社会

保障制度のみならず、地域活力の低下を招くなど、
社会経済のあり方に様々な影響を及ぼします。少
子化の流れを変え、出生率の向上を図るため、社
会全体で若い子育て世帯を支援していかなければ
なりません。

■　本市では、子どもを安心して生み育てることが
できる社会の構築を、いち早く市の重要施策に位
置付け、児童福祉・保健医療を始め、社会教育な
どの各分野がそれぞれ連携を図りながら、地域で

の交流・相談事業の開催や、働きながら子育てが
できる生活支援など、子どもの健全育成のために
１００を超える事業に取り組んできました。
平成１７年度には「子育て支援都市」を宣言し、

子育て支援ネットワークのさらなる充実に努めて
おり、平成１７年における本市の合計特殊出生率
は１.４ 4と、全国値を上回っています。

■　核家族化や就労形態の変化等により、子育てに
対する市民ニーズが多様化している中、保育所に
おける延長保育、乳児保育、障害児保育、一時保
育、休日保育、病児保育、病後児保育といった特
別保育の充実に努めていますが、今後も、保育内
容の充実と施設整備を推進する必要があります。

子育て支援・児童福祉子育て支援・児童福祉

●子育て支援・児童福祉 ●母子保健

青沼児童館

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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私立保育園に対しては、その運営費や施設整備
の補助を実施していますが、引き続き支援の充実
を図る必要があります。
また、さらなるサービスの向上のため、民間活
力の導入や、統合を視野に入れた保育所の管理運
営の検討が必要です。

■　児童館は、小学生の放課後利用だけでなく、小
学生が来館しない午前中を利用して、就学前の児
童とその保護者を対象とした児童館午前中開放事　
業や、子育ての悩み、不安を気軽に話し合える子
育てサロンの開催、また家庭児童相談を行うなど、
地域の子育て支援の拠点となっています。未整備
地区においても設置要望は強く、引き続き小学校
通学区毎に設置する必要があります。

■　子どもに対する虐待が全国的に増加する中、本
市においても、児童虐待防止法に基づき設立さ
れた「佐久市要保護児童対策地域協議会」を中
心に虐待の予防・早期発見に努めています。今後
も、関係機関と連携し、児童の虐待防止を推進す
る必要があります。

■　子どもは地域社会の宝です。市民アンケートに
おいても、子育て施策の充実は多くの市民が望ん
でいます。
今後も、関係機関との連携を強化し、つどいの

広場、子育てサロン等の開催、市民ニーズに応じ
た子育て支援事業をさらに充実させるとともに、
次世代育成支援対策佐久市行動計画に基づき、子
どもが生きいきと輝き、安心と喜びを持って子育
てができる環境づくりを推進する必要があります。
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■ 年齢別保育所入所児童数の推移（各年4月1日現在）
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（資料：児童課）（資料：保健課、人口動態統計）

基本計画

産前学級
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● 主要施策

○　育児不安等を解消するため、相談・指導体制
の強化を図ります。

○　子育てを応援するため、子育てサロン、つど
いの広場、育児講座など、子育て支援事業を推
進します。

○　家庭・学校・企業・地域社会の連携強化を図
り、子育てを地域全体で支える体制づくりに努
めます。

○　乳児保育、延長保育、一時保育、休日保育、
病児・病後児保育など、ニーズに応じた保育内
容の充実を図ります。

（1）子育て支援ネットワークの拡充

（2）保育サービスの充実

（3）児童館の整備

○　施設の改築や設備の充実等、保育環境の整備
を推進するとともに、統合や民間活力の導入に
よる保育所の管理運営の検討を行います。

○　地域の子育て支援の拠点施設として、児童館
の整備を推進します。

○　児童の豊かな心を育むため、特色ある運営内
容の充実に努めます。

◎　次世代育成支援対策佐久市行動計画に基づき、地域社会全体で子育て世帯を支える子育て支援ネットワ
ークのさらなる充実に努め、出生率の向上を図ります。

◎　多様化する保育ニーズに対応するため、保育内容の充実と保育施設の整備を推進するとともに、民間活
力の導入や、統合を視野に入れた保育所の管理運営の検討を行います。

◎　小学校通学区毎に児童館を整備するとともに、子育て支援の拠点として、地域に根ざしたふれあいのあ
る児童館運営のさらなる充実に努めます。

● 施策の方向

子育て支援事業や保育園・児童館等の施設の整備・充実

市立病院や民間の医療施設・体制の整備・充実

生活習慣病予防のための各種検診や保健相談などの充実

救命救急医療体制の整備・充実

母（父）子・低所得者世帯への支援体制の充実

身体・知的・精神障害児（者）への支援体制の充実

健康づくりイベントの開催等による健康増進啓発活動の推進

母子健康診査や相談事業等、母子保健の充実

社会福祉施設（各種授産・訓練・更生施設等）の整備・充実

ボランティア意識の高揚や組織の育成

■ 平成17年度 佐久市総合計画策定に係る市民アンケート
　　 子育てと健康のまちづくりのために力を入れるべき施策（複数回答）
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（資料：企画課）
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● 現状と課題

■　核家族化の進展等、乳幼児を取り巻く社会環境
が変化する中、地域や家庭における養育機能の低
下により、身近な相談相手がなく、育児不安を抱
えたまま生活を送る家庭が増加しています。

■　本市の母子保健事業については、乳幼児健診な
どを実施するとともに、子育て支援ネットワーク
事業を導入し、母子管理システムの構築を始め、
離乳食教室、母と子のすこやか相談室、子育てマ
マさんサポート事業、妊産婦あんしん育児支援事
業といった各種相談・教室・健康診査を行い、母
子の不安や悩みに対するサポート体制の強化に努
めています。
また、不妊治療に要する保険適用外の治療費の
一部を助成するコウノトリ支援事業も実施してい
ます。

■　今後も、児童福祉や教育分野など関係機関と連
携を図りながら、婚前、妊娠、出産、新生児期、
乳幼児期を通じて、一貫した母子保健事業、子育
て支援ネットワーク事業の推進が必要です。

■　ポリオ、三種混合などの予防接種は、保護者が
その効果及び副反応並びに必要性を理解すること
が大切なことから、予防接種の効果や必要性につ
いて啓発を図るとともに、集団接種から個別接種
への移行の検討を進める必要があります。

■　思春期を取り巻く健康問題は、人工妊娠中絶、
性感染症、喫煙など近年深刻な状況になっている
ことから、衛生教育や、母性・父性のかん養につ
ながる中学生を対象とした思春期ふれあい体験学
習等の事業を充実していく必要があります。

母子保健母子保健

思春期ふれあい体験学習
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◎　母子を取り巻く各専門スタッフと関係機関との連携を強化し、母子保健推進体制の充実を図ります。

◎　思春期における衛生教育や、母性・父性のかん養につながる思春期ふれあい体験学習等の事業を強化し、
保健衛生に対する意識の高揚を図ります。

● 施策の方向

● 主要施策

○　全出生乳児訪問、子育てママさんサポート事
業、各種乳幼児教室などの事業の充実に努め、
子育て支援ネットワークの強化を図ります。

○　子育て支援専門員等、母子保健スタッフの育
成と連携の強化を図ります。

○　医療・福祉・教育等、関係機関と連携し、障
害児支援体制の充実に努めます。

○　乳幼児健康診査と診査後のフォロー教室等の
充実を図ります。

（1）母子保健支援体制の推進

（2）母子保健事業の充実

（4）思春期保健事業の充実

○　予防接種の効果や必要性についての啓発を図
ります。

○　乳幼児とのふれあい体験学習事業の充実に努
めるなど、母性・父性を育む事業を推進します。

○　思春期相談事業や衛生教育を推進します。

（3）予防接種の啓発

第4章 みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成
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